
現示あるいは 5 !見示のものが設 図ー1 多灯型信号俄組合レンズ

備されてきた。これは滅迷信号、 ー

と 苦手戒信号を現示するためであ

る。 牟 信号王見示方式。

多灯型信号機の色の配列は

(図ー2) 3 現示の場合上部から

緑 ・ ~J立 ・ 赤 とな っ ているが，

4 現示は上部に店主Jl ， 5 現示は

上部 21湖が俊黄，下部 3 側はいずれも赤・俊策 ・緑で緑色が最下

位となっている。減速信号は 4~見永の場合は上部燈払=と緑 5

現示は上部 2 番目の燈裁と緑，答戒信号は 5 現示でlN:上部およ

び下部の燈黄色が各現示とも 2 灯点灯され， 進行 ・ 注怠(下部燈

賞色)停止は 3 現示のi場合と

同様単色 111日iである。この多

灯型を国鉄においては， 以前

は甲 ・ 乙・丙および九九型と分

けていた。丙型以外は 3 ~示

で，甲型は外側レンズの有効

径 200 mm，各灯問の距離 300

mm，背板の隅 900 mm ， 主 と

して汽車線に設備さわ 乙裂

は外制IJνγ ズの有効径 150

mm，灯間距離 220 mm ， 背板

の中日 580mm で電車線に使用

された。 JL九型は日目和 17 年戦
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びふたも鉄板でつくられ， '~~板の幅も 480mm と狭くなってお

り ， レンズ，灯間距離は乙型と同じである。丙型は甲型 と 同じ

であるが 2 灯である。 現在新しく設備するものは全部乙裂であ

り，滅速および讐戒信号を現示する 4 または 5 灯のものでも灯

|百l距離は 220mm で ， 機併が長くなるだけである。なお現在てa

は甲 ・ 乙 ・ 丙型とは呼称しない。(西沢毅)

タービ ンはってんき タービン発電後 (英)turbo-generator 

蒸気のもつ熱エ不ノレキ'を運動のエネノレキ・に変え， さらに電気的

エネノレギとして取り出す憐械をいう。蒸気を膨脹させて速度を

与えるノズル，蒸気に方向を与える滋羽機，回転する羽根111 と

その支持台，およびこの装置を覆う Z客室からなり ， このほかに

負荷および速度を調整する初速装程，潤計怜11装置，蒸気導入管，

'/Ii:気排出管，復7l'<管を付属する。蒸気タ ービンは， 11?1J羽根に働

く蒸気の動作状態によっ て術切J式 ・ 反動式に大別され，この混

合式もある。衝動式はその段落の熱降下， すなわち蒸気の膨脹

を全部ノズノレ中で行わせるもので，担提言すると蒸気の有する熱

エネルギを主ß1IiIJ の エ ネノレギに交え， 高速度蒸気として印j羽棋に

簡般を与えて羽板車を回転させる。反動式は即J羽機内のみてJ圧

力降下を生じ，

その膨肢の反

動で動羽根を

回転させる。

反動式でも裂

際には羽根内

で蒸気の衝撃

と反動の同作

用を受けるの

で，実際上の

区別は蒸気の

膨脹をノズノレ L 国鉄川崎発m所 3 号タ ーピ γ発電慢

内だけで行わせるか， または導羽根， 動羽娘両方で行わせるか

によって分類している。混合式は高圧部をf廊il!}J式とし，低圧部

を反動式としたもの。蒸気を全膨脹させるには導羽根 . ifOJ羽根

を多数袈し，各組の段階を段落(ステ ー ジ)という。蒸気が F ー

ピ Y内を流れる方向によ って恥h流式と靭流式(半径方向流動) と

があり， 1:走者はまれに小型にあるのみ。また蒸気がタービン内

を一筋に排気までゆ くか，途中で分れて進むかに よって単一

流 ・ 複流の区別があり ， 蒸気の容積によって型式が定まる。 11王

室の数によ って単気筒 ・復気筒，各車室の配列によ って串(く

し)型 ・ 械ならび， 事喜型復式という。蒸気の使用状態からタ ー

ビンを分類すると復水タ ー ピソ(タ ー ピソの排気を復水総に導

き，冷却水でぎょ う結させるから排気圧が低く 出力は増す)布11

気 ターピ γ(ターピンの中間段落から拍気して給水を加熱し，

相| 気とともに失われる熱iH:を滅じる。また低!庄部の湿り蒸気を

JJh気することによ っ て動羽根の腐しょくを防ぐ等，熱効率を高

め， タ ービ ンの設計を容易にする) ， 背圧タービン(タ ー ビンの

背圧を利用して他の用途に使用する。前世ï? ー ピ γの応用もこ

れに属する。しかし背任は一定に保つ必要があり変動負荷用に

は適さな し 、 )， jl}熱タ ー ピ γ ( タ ー ピ γの中間段落から蒸気を抽

出し再熱気缶または高混蒸気で所要温度まで再熱し， ふたたひ.

タ ーピソにもどす。 効率は良 くなるが設問F{:'，が高くなる) ， 1昆圧

タ ー ビン(中間段落へ他の タ ー ピソの排気または他の低圧蒸気

を供給し混流させるもの)，排気タ ー ピン(蒸気機関で笑際上手11

2. 60,OOOKW 2 気筒 w:流型タ ー ピン ， 111笠の上叢を除

いたところ，右が高圧倒IJ左が低圧 nllJ (川崎期設機)

m し得ない低圧蒸気，または大気圧に近い廃気を利用して， 高

n空度まで膨脹させるもの)等がある。発電用には復水ターピ

ン， 柚気ターピ γが多い。機機材料の研究改善に伴ない， タービ

ソは気街とともにその気圧， 気温があがり，米国では 140 kg/cm '，

562
0

C の突献がある。 わが国では国産品で 128kg/cm' ， 5380C 

のものが最高である。その単位容量;も 6 ・ 7 万KW程度から 1 2.5

万 KW 級にあがり ，外国では 27.5 万KW 級も出てきた。した

がって回転数も 50 サイクノレて， 1 ，500 rpm か ら 3，000 rpm に ， 60 

サイクノレて， 1 ，800 rpm から 3，600rpm になっている。タ ー ピ Yの

jlh気段数も 4-5 段となり ， 100 気圧以上のものでは再熱タ ー ピ

ソを採用している。容量が大きく回転数の高いものは，比較的

に材料も少なくて済み効率の点からも有利となる。

タ ー ビ γの調迷装置は負荷に応じて蒸気流入量を加減し，聞

紙数を一定に保つにらるが， 蒸気の加滅法には入口弁をしぼる

もの と ， ノズノレの数を変えるものとの 2 種がある。過速度防止

のため危急遮断機を有し， 規定値を越すと危急1Iß止弁で蒸気を

断つ。 タ ー ピンの急停止法として危急遮断機が動作すると， 自

動的に復水総の真空を破る装置等がある。復水器はターピソの

排気をぎょう結させて真空を作り ， p' ー ピン効率をあげると同

時に， その復水はふたたひ




